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(57)【要約】
【課題】口金にカビが発生することを抑制できるととも 
に、種々の樽容器に容易に着脱できて汎用性が高いフィ 
ッティングバルブを提供する。
【解決手段】一実施形態に係るフィッティングバルブ１ 
０は、口金２０に装着されるブッシュ１１を備える。ブ 
ッシュ１１は、口金２０の内部に入り込む筒部１１ｑと 
、筒部１１ｑの上端から平面視における筒部１１ｑの外 
側に突出する鍔部１１ｒとを有する。筒部１１ｑは、口 
金２０の内部に入り込んだ状態で雌螺子２３に螺合する 
雄螺子１１ｄを有する。鍔部１１ｒは、雌螺子２３に雄 
螺子１１ｄが螺合したときに、フランジ部２５に対向す 
るとともに口金２０と筒部１１ｑとの間に形成された隙 
間Ｓを封止する。
【選択図】図６

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全13頁）



10

20

30

40

50

JP 2025-5010 A 2025.1.16(2)

【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 飲 料 を 収 容 す る 樽 容 器 に 装 着 さ れ 、 前 記 樽 容 器 に 装 着 さ れ た 状 態 で 前 記 樽 容 器 の 内 部 に  
ガ ス を 供 給 す る こ と に よ っ て 前 記 飲 料 を 前 記 樽 容 器 の 外 部 に 送 出 す る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル  
ブ で あ っ て 、
　 前 記 樽 容 器 は 上 方 に 突 出 す る と と も に 内 周 面 に 雌 螺 子 が 形 成 さ れ た 筒 状 の 口 金 を 有 し 、  
前 記 口 金 は 前 記 口 金 の 上 端 か ら 平 面 視 に お け る 前 記 口 金 の 外 側 に 突 出 す る フ ラ ン ジ 部 を 有  
し 、
　 前 記 口 金 に 装 着 さ れ る ブ ッ シ ュ を 備 え 、
　 前 記 ブ ッ シ ュ は 、 前 記 口 金 の 内 部 に 入 り 込 む 筒 部 と 、 前 記 筒 部 の 上 端 か ら 平 面 視 に お け  
る 前 記 筒 部 の 外 側 に 突 出 す る 鍔 部 と を 有 し 、
　 前 記 筒 部 は 、 前 記 口 金 の 内 部 に 入 り 込 ん だ 状 態 で 前 記 雌 螺 子 に 螺 合 す る 雄 螺 子 を 有 し 、
　 前 記 鍔 部 は 、 前 記 雌 螺 子 に 前 記 雄 螺 子 が 螺 合 し た と き に 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 に 対 向 す る と  
と も に 前 記 口 金 と 前 記 筒 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 を 封 止 す る 、
フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 鍔 部 と 前 記 フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 入 り 込 む パ ッ キ ン を 備 え る 、
請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 鍔 部 は 、 前 記 筒 部 に 固 定 さ れ た 環 状 部 材 で あ る 、
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 鍔 部 は 、 前 記 筒 部 に 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 、
請 求 項 ３ に 記 載 の フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 飲 料 を 収 容 す る 樽 容 器 に 装 着 さ れ る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 生 ビ ー ル 樽 の フ ィ ッ テ ィ ン グ 用 ブ ッ シ ュ が 記 載 さ れ て い る 。 ブ ッ シ ュ  
は 、 生 ビ ー ル が 収 容 さ れ た 樽 の 上 鏡 の 中 央 部 に 形 成 さ れ た 孔 の 縁 に 溶 接 に よ り 固 定 さ れ る  
口 金 に 取 り 外 し 可 能 に 螺 合 さ れ る 。 口 金 の 内 周 面 上 部 に は 雌 ネ ジ が 設 け ら れ て お り 、 口 金  
の 内 周 面 底 部 に は 段 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ブ ッ シ ュ は 、 口 金 の 外 周 上 端 面 を 覆 う 外 径 を 有 す る 鍔 状 部 と 、 鍔 状 部 に 段 部 を 介 し て 連  
続 し て い る 中 間 部 と 、 中 間 部 に 段 部 を 介 し て 連 続 し て い る ス カ ー ト 部 と を 備 え る 。 鍔 状 部  
と 中 間 部 と の 境 で あ る 段 部 の 直 下 に は Ｏ リ ン グ か ら な る シ ー リ ン グ 材 を 装 着 す る た め の 溝  
部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 溝 部 の 直 下 か ら 中 間 部 の 外 周 面 に は 、 上 記 の 雌 ネ ジ に 螺 合 す る 雄 ネ ジ が 設 け ら れ て い る  
。 ブ ッ シ ュ の 中 間 部 の 内 面 に は 、 ガ ス バ ル ブ が 当 接 す る 弁 座 が 設 け ら れ て い る 。 中 間 部 と  
ス カ ー ト 部 と の 境 で あ る 段 部 の 直 下 に は Ｏ リ ン グ か ら な る シ ー リ ン グ 材 が 取 り 付 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 生 ビ ー ル 樽 で は 、 口 金 の 軸 方 向 の 長 さ を 従 来 の 口 金 よ り も 短 く 形 成 し 、 か つ 、 口 金  
に 形 成 し て い た 鍔 を 省 略 す る と と も に 、 ブ ッ シ ュ の 鍔 状 部 の 軸 方 向 の 長 さ を 口 金 を 短 く し  
た 分 と 一 致 さ せ 、 か つ 口 金 の 突 出 長 さ を ほ と ん ど 変 え な い よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、  
ブ ッ シ ュ お よ び 口 金 の 外 力 に よ る 破 損 を 防 止 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ １ ２ ４ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 し た 生 ビ ー ル 樽 お よ び ブ ッ シ ュ で は 、 鍔 状 部 と 中 間 部 と の 境 で あ る 段 部 の 直 下 に 形  
成 さ れ た 溝 に シ ー リ ン グ 材 が 配 置 さ れ る 。 し か し な が ら 、 鍔 状 部 の 下 端 と 口 金 の 上 端 と の  
間 に 隙 間 が 形 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 当 該 隙 間 に 水 分 等 が 侵 入 し た 場 合 、 口 金 の 雌 ネ ジ の  
周 辺 に お い て カ ビ が 生 じ う る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 述 し た 生 ビ ー ル 樽 お よ び ブ ッ シ ュ で は 、 鍔 状 部 と 中 間 部 と の 境 で あ る 段 部 の 直 下 に 溝  
を 形 成 し な け れ ば な ら な い の で 、 形 状 を 簡 易 に す る こ と が 望 ま れ る 。 さ ら に 、 前 述 し た 生  
ビ ー ル 樽 お よ び ブ ッ シ ュ で は 、 口 金 の 軸 方 向 の 長 さ を 従 来 よ り 短 く す る と と も に 、 口 金 の  
鍔 を 省 略 し て い る 。 よ っ て 、 樽 容 器 の 口 金 の 形 状 を 変 更 し な け れ ば な ら な い の で 、 樽 容 器  
に 対 す る 着 脱 性 お よ び 汎 用 性 に お い て 改 善 の 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 開 示 は 、 口 金 に カ ビ が 発 生 す る こ と を 抑 制 で き る と と も に 、 種 々 の 樽 容 器 に 容 易 に 着  
脱 で き て 汎 用 性 が 高 い フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 開 示 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ は 、 （ １ ） 飲 料 を 収 容 す る 樽 容 器 に 装 着 さ れ 、 樽 容  
器 に 装 着 さ れ た 状 態 で 樽 容 器 の 内 部 に ガ ス を 供 給 す る こ と に よ っ て 飲 料 を 樽 容 器 の 外 部 に  
送 出 す る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ で あ る 。 樽 容 器 は 上 方 に 突 出 す る と と も に 内 周 面 に 雌 螺 子  
が 形 成 さ れ た 筒 状 の 口 金 を 有 し 、 口 金 は 口 金 の 上 端 か ら 平 面 視 に お け る 口 金 の 外 側 に 突 出  
す る フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 。 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ は 、 口 金 に 装 着 さ れ る ブ ッ シ ュ を 備 え る  
。 ブ ッ シ ュ は 、 口 金 の 内 部 に 入 り 込 む 筒 部 と 、 筒 部 の 上 端 か ら 平 面 視 に お け る 筒 部 の 外 側  
に 突 出 す る 鍔 部 と を 有 す る 。 筒 部 は 、 口 金 の 内 部 に 入 り 込 ん だ 状 態 で 雌 螺 子 に 螺 合 す る 雄  
螺 子 を 有 す る 。 鍔 部 は 、 雌 螺 子 に 雄 螺 子 が 螺 合 し た と き に 、 フ ラ ン ジ 部 に 対 向 す る と と も  
に 口 金 と 筒 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 を 封 止 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ は 口 金 に 装 着 さ れ る ブ ッ シ ュ を 備 え 、 ブ ッ シ ュ は 筒 部 と 鍔 部  
と を 有 す る 。 筒 部 は 口 金 の 内 部 に 入 り 込 む 部 位 で あ り 、 鍔 部 は 平 面 視 に お い て 筒 部 の 外 側  
に 突 出 す る 。 口 金 は 雌 螺 子 を 有 し 、 筒 部 は 当 該 雌 螺 子 に 螺 合 す る 雄 螺 子 を 有 す る 。 雌 螺 子  
に 雄 螺 子 が 螺 合 し た と き に 、 ブ ッ シ ュ の 鍔 部 は 、 口 金 の フ ラ ン ジ 部 に 対 向 す る と と も に 口  
金 と 筒 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 を 封 止 す る 。 よ っ て 、 口 金 の フ ラ ン ジ 部 の 上 面 に ブ ッ シ  
ュ の 鍔 部 の 下 面 が 上 下 方 向 に 沿 っ て 対 向 す る と と も に 、 口 金 と 筒 部 と の 間 の 隙 間 が 鍔 部 に  
よ っ て 封 止 さ れ る の で 、 当 該 隙 間 へ の 水 分 等 の 侵 入 を 抑 制 で き る 。 口 金 の フ ラ ン ジ 部 の 上  
面 に ブ ッ シ ュ の 鍔 部 の 下 面 が 上 下 方 向 に 沿 っ て 対 向 す る こ と に よ り 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 の 上  
面 に 当 該 鍔 部 の 下 面 が 対 向 し な い 場 合 と 比 較 し て 、 当 該 隙 間 へ の 水 分 等 の 侵 入 を よ り 確 実  
に 抑 制 で き る 。 し た が っ て 、 口 金 の 雌 螺 子 の 周 辺 に お け る カ ビ の 発 生 を 抑 制 で き る 。 ま た  
、 筒 状 の 口 金 と 、 平 面 視 に お い て 口 金 の 外 側 に 突 出 す る フ ラ ン ジ 部 と を 有 す る 樽 容 器 は 、  
一 般 的 に よ く 用 い ら れ る 汎 用 性 が 高 い 樽 容 器 で あ る 。 こ の フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ で は 、 樽  
容 器 へ の 着 脱 に あ た り 、 樽 容 器 の 口 金 の 形 状 等 を 変 更 す る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 樽 容  
器 に 対 す る 着 脱 性 お よ び 汎 用 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ２ ） 上 記 （ １ ） に お い て 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ は 、 鍔 部 と フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 入 り  
込 む パ ッ キ ン を 備 え て も よ い 。 こ の 場 合 、 ブ ッ シ ュ の 鍔 部 の 下 面 と 口 金 の フ ラ ン ジ 部 の 上  
面 と の 間 に パ ッ キ ン が 挟 ま れ る の で 、 ブ ッ シ ュ の 筒 部 と 口 金 と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 が 一  
層 確 実 に 封 止 さ れ る 。 し た が っ て 、 口 金 に お け る カ ビ の 発 生 を よ り 確 実 に 抑 制 で き る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ３ ） 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に お い て 、 鍔 部 は 、 筒 部 に 固 定 さ れ た 環 状 部 材 で あ っ て  
も よ い 。 こ の 場 合 、 環 状 部 材 が ブ ッ シ ュ の 筒 部 に 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 既 存 の フ ィ ッ テ  
ィ ン グ バ ル ブ に 鍔 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ４ ） 上 記 （ ３ ） に お い て 、 鍔 部 は 、 筒 部 に 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ て い て も よ い 。 こ の  
場 合 、 既 存 の フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ の 筒 部 に 溶 接 に よ っ て 鍔 部 を 固 定 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 口 金 に カ ビ が 発 生 す る こ と を 抑 制 で き る と と も に 、 種 々 の 樽 容 器 に 容  
易 に 着 脱 で き て 汎 用 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ お よ び 樽 容 器 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ お よ び 樽 容 器 の 部 分 断 面 を 示 す 図 で あ る  
。
【 図 ３ 】 図 ２ の 樽 容 器 の 口 金 、 お よ び フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ の ブ ッ シ ュ を 示 す 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 一 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 一 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ の ブ ッ シ ュ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 一 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ お よ び 口 金 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 樽 容 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 パ ッ キ ン の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 で は 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 開 示 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ の 実 施 形 態 に つ い て  
説 明 す る 。 図 面 の 説 明 に お い て 同 一 ま た は 相 当 す る 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る  
説 明 を 適 宜 省 略 す る 。 図 面 は 、 理 解 の 容 易 化 の た め 、 一 部 を 簡 略 化 ま た は 誇 張 し て 描 い て  
い る こ と が あ り 、 寸 法 比 率 等 は 図 面 に 記 載 の も の に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 開 示 に お い て 、 「 飲 料 」 と は 、 飲 用 可 能 な 液 体 を 示 し て い る 。 「 飲 料 」 と し て は 、 ビ  
ー ル 、 発 泡 酒 、 チ ュ ー ハ イ お よ び ワ イ ン 等 の ア ル コ ー ル 飲 料 、 な ら び に ア ル コ ー ル を 含 ま  
な い 炭 酸 飲 料 お よ び 清 涼 飲 料 等 も 含 ま れ る 。 「 飲 料 」 は 、 例 え ば 、 発 泡 性 飲 料 で あ る 。 「  
発 泡 性 飲 料 」 は 、 例 え ば 、 炭 酸 ガ ス 等 の ガ ス 含 有 発 酵 酒 を 含 ん で お り 、 飲 料 容 器 に 注 出 さ  
れ た と き に 液 体 の 上 に 発 泡 体 の 層 が 形 成 さ れ る 泡 立 ち 特 性 と 、 形 成 さ れ た 発 泡 体 が 一 定 時  
間 以 上 保 た れ る 泡 持 ち 特 性 と を 有 す る 飲 料 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 発 泡 性 飲 料 は 、 例 え ば 、 ビ ー ル テ イ ス ト 飲 料 で あ る 。 ビ ー ル テ イ ス ト 飲 料 は 、 ビ ー ル の  
よ う な 味 わ い を 奏 す る 飲 料 、 お よ び 、 ビ ー ル を 飲 用 し た 感 覚 を 飲 用 者 に 与 え る 飲 料 を 含 む  
。 ア ル コ ー ル 度 数 が １ ％ 以 上 で あ る ビ ー ル テ イ ス ト 飲 料 は 、 ビ ー ル テ イ ス ト ア ル コ ー ル 飲  
料 と も 称 さ れ る 。 さ ら に 、 ビ ー ル テ イ ス ト 飲 料 は 、 原 料 と し て 麦 芽 を 使 用 す る ビ ー ル 、 発  
泡 酒 、 ノ ン ア ル コ ー ル ビ ー ル 、 リ キ ュ ー ル （ 例 え ば 、 酒 税 法 上 「 リ キ ュ ー ル （ 発 泡 性 ） （  
１ ） 」 に 分 類 さ れ る 飲 料 ） 等 の 麦 芽 発 酵 飲 料 、 お よ び 、 原 料 と し て 麦 ま た は 麦 芽 を 使 用 し  
な い ビ ー ル テ イ ス ト 飲 料 （ 例 え ば 、 酒 税 法 上 「 そ の 他 の 醸 造 酒 （ 発 泡 性 ） （ １ ） 」 に 分 類  
さ れ る 飲 料 ） を 含 ん で い る 。 な お 、 「 発 泡 性 飲 料 」 は 、 ビ ー ル テ イ ス ト 飲 料 で は な い 飲 料  
で あ っ て も よ い 。 本 実 施 形 態 で は 、 一 例 と し て 、 飲 料 が ビ ー ル で あ っ て 、 飲 料 の 液 体 が ビ  
ー ル 液 で あ る 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 一 例 と し て の 飲 料 供 給 装 置 １ の 一 部 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 飲 料 供 給 装 置 １  
は 、 飲 料 Ｄ が 収 容 さ れ て い る 樽 容 器 ２ と 、 ヘ ッ ド ３ と 、 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー ス ４ と 、 飲 料  
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供 給 用 ホ ー ス ５ と 、 本 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ と を 有 す る 。 例 え ば 、 飲  
料 Ｄ は ビ ー ル で あ る 。 例 え ば 、 ヘ ッ ド ３ は フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ を 介 し て 樽 容 器 ２ に  
装 着 さ れ 、 ヘ ッ ド ３ に は 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー ス ４ お よ び 飲 料 供 給 用 ホ ー ス ５ が 接 続 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 例 え ば 、 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー ス ４ の ヘ ッ ド ３ と は 反 対 側 の 端 部 に は 炭 酸 ガ ス ボ ン ベ が 接  
続 さ れ て い る 。 ヘ ッ ド ３ に は 、 一 例 と し て 、 炭 酸 ガ ス ボ ン ベ か ら 炭 酸 ガ ス Ｇ が 供 給 さ れ る  
。 例 え ば 、 飲 料 供 給 用 ホ ー ス ５ の ヘ ッ ド ３ と は 反 対 側 の 端 部 に は 飲 料 サ ー バ ー が 接 続 さ れ  
て い る 。 ヘ ッ ド ３ は 、 一 例 と し て 、 樽 容 器 ２ に 収 容 さ れ た 飲 料 Ｄ を 飲 料 供 給 用 ホ ー ス ５ を  
介 し て 飲 料 サ ー バ ー に 送 出 す る 。 こ の 場 合 、 飲 料 サ ー バ ー か ら 飲 料 Ｄ が 注 出 さ れ て 飲 料 Ｄ  
が 顧 客 等 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ヘ ッ ド ３ お よ び フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ は 、 例 え ば 、 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー ス ４ か ら の  
炭 酸 ガ ス Ｇ を 樽 容 器 ２ の 内 部 に 送 り 込 む こ と に よ り 、 樽 容 器 ２ の 内 部 の 飲 料 Ｄ を 飲 料 供 給  
用 ホ ー ス ５ に 送 り 出 す 。 一 例 と し て 、 ヘ ッ ド ３ は 、 上 下 に 移 動 す る こ と に よ っ て 炭 酸 ガ ス  
Ｇ の 流 路 、 お よ び 飲 料 Ｄ の 流 路 を 開 閉 可 能 な 操 作 ハ ン ド ル ３ ｂ と 、 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー ス  
４ が 接 続 さ れ る ガ ス 継 手 ３ ｃ と 、 飲 料 供 給 用 ホ ー ス ５ が 接 続 さ れ る 飲 料 継 手 ３ ｄ と を 有 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 例 え ば 、 操 作 ハ ン ド ル ３ ｂ を 下 げ る こ と に よ っ て 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー ス ４ お よ び 飲 料 供  
給 用 ホ ー ス ５ の 流 路 が 開 き 、 操 作 ハ ン ド ル ３ ｂ を 上 げ る こ と に よ っ て 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー  
ス ４ お よ び 飲 料 供 給 用 ホ ー ス ５ の 流 路 が 閉 塞 さ れ る 。 ガ ス 継 手 ３ ｃ お よ び 飲 料 継 手 ３ ｄ は  
、 例 え ば 、 操 作 ハ ン ド ル ３ ｂ に 対 し て 着 脱 自 在 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 樽 容 器 ２ お よ び フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。 図 １ お よ  
び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 樽 容 器 ２ は 、 飲 料 Ｄ が 詰 め ら れ た 容 器 で あ る 。 フ ィ ッ テ ィ ン グ  
バ ル ブ １ ０ は 樽 容 器 ２ に 装 着 さ れ る 。 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ は 、 樽 容 器 ２ に 装 着 さ れ  
た 状 態 で 樽 容 器 ２ の 内 部 に 炭 酸 ガ ス Ｇ を 供 給 す る こ と に よ っ て 飲 料 Ｄ を 樽 容 器 ２ の 外 部 に  
送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 樽 容 器 ２ は 、 円 形 状 の 底 部 ２ ｂ と 、 底 部 ２ ｂ か ら 上 方 に 突 出 す る 筒 状 部 ２ ｃ と  
、 底 部 ２ ｂ の 上 方 に 位 置 す る 天 板 部 ２ ｄ と を 有 す る 。 樽 容 器 ２ は 、 上 方 に 突 出 す る 口 金 ２  
０ を 有 す る 。 口 金 ２ ０ は 、 筒 状 を 呈 す る 。 例 え ば 、 口 金 ２ ０ は 、 平 面 視 に お け る 天 板 部 ２  
ｄ の 中 央 か ら 上 方 に 突 出 し て い る 。 一 例 と し て 、 口 金 ２ ０ は 円 筒 状 を 呈 し て お り 、 平 面 視  
に お い て （ 上 方 か ら 見 た 場 合 に お い て ） 口 金 ２ ０ は 円 環 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ は 、 口 金 ２ ０ に 通 さ れ た 状 態 で 口 金 ２ ０ に 装 着 さ れ る 。 樽 容  
器 ２ は 、 既 成 の 樽 容 器 で あ る 。 樽 容 器 ２ は 特 に 改 造 さ れ た も の で は な く 、 本 実 施 形 態 で は  
改 造 さ れ て い な い 一 般 的 な 樽 容 器 ２ が 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 飲 料 供 給  
装 置 １ は 、 改 造 不 要 で 一 般 的 に よ く 用 い ら れ て い る 樽 容 器 ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ に は ヘ ッ ド ３ が 装 着 さ れ る 。 図 ３ は 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ  
１ ０ に 対 す る ヘ ッ ド ３ の 装 着 部 分 を 拡 大 し た 断 面 図 で あ っ て 、 操 作 ハ ン ド ル ３ ｂ が 下 げ ら  
れ て 炭 酸 ガ ス Ｇ お よ び 飲 料 Ｄ の 流 路 が 開 か れ た 状 態 を 示 し て い る 。 図 ４ は 、 フ ィ ッ テ ィ ン  
グ バ ル ブ １ ０ の 部 品 を 分 解 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ は 、 例 え ば 、 ブ ッ シ ュ １  
１ と 、 シ ー ル リ ン グ １ ２ と 、 ガ ス バ ル ブ １ ３ ｂ と 、 飲 料 バ ル ブ １ ３ ｃ と 、 ガ ス バ ル ブ ス プ  
リ ン グ １ ４ ｂ と 、 飲 料 バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ４ ｃ と 、 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ と 、 ス ト ッ パ １ ６  
と 、 リ テ イ ニ ン グ デ ィ ス ク １ ７ と を 有 す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ブ ッ シ ュ １ １ は 、 口 金 ２ ０ に 装 着 さ れ る 部 品 で あ る 。 ブ ッ シ ュ １ １ は 、 例 え ば 、 既 存 の  
樽 容 器 ２ の 口 金 ２ ０ に 螺 合 結 合 さ れ る 。 ブ ッ シ ュ １ １ は 、 例 え ば 、 円 筒 状 を 呈 す る 。 ブ ッ  
シ ュ １ １ は 、 例 え ば 、 上 方 に 向 け ら れ る 大 径 部 １ １ ｂ と 、 下 方 に 向 け ら れ る 小 径 部 １ １ ｃ  
と を 有 す る 。 口 金 ２ ０ に ブ ッ シ ュ １ １ が 入 り 込 ん だ 状 態 に お い て 、 大 径 部 １ １ ｂ の 外 周 面  
は 口 金 ２ ０ の 内 周 面 に 対 向 し 、 小 径 部 １ １ ｃ は 口 金 ２ ０ か ら 下 方 （ 樽 容 器 ２ の 内 部 ） に 突  
出 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ブ ッ シ ュ １ １ は 、 そ の 外 周 面 に 雄 螺 子 １ １ ｄ を 有 す る 。 雄 螺 子 １ １ ｄ は 、 例 え ば 、 ブ ッ  
シ ュ １ １ （ 大 径 部 １ １ ｂ ） の 外 周 面 の 上 側 に 形 成 さ れ て い る 。 ブ ッ シ ュ １ １ に は 、 ヘ ッ ド  
３ か ら 炭 酸 ガ ス Ｇ が 供 給 さ れ る 。 ブ ッ シ ュ １ １ は 、 そ の 内 側 に 炭 酸 ガ ス Ｇ が 通 る ガ ス 流 路  
１ １ ｆ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ブ ッ シ ュ １ １ は 、 炭 酸 ガ ス Ｇ を 樽 容 器 ２ の 内 部 に 流 出 さ せ る ガ ス 流 出 孔 １ １ ｇ を 有 す る  
。 ガ ス 流 出 孔 １ １ ｇ は 、 ブ ッ シ ュ １ １ を 径 方 向 に 貫 通 し て い る 。 ブ ッ シ ュ １ １ の 内 部 を 通  
っ た 炭 酸 ガ ス Ｇ は ガ ス 流 出 孔 １ １ ｇ か ら ブ ッ シ ュ １ １ の 外 部 （ 樽 容 器 ２ の 内 部 ） に 排 出 さ  
れ る 。 ブ ッ シ ュ １ １ は 複 数 の ガ ス 流 出 孔 １ １ ｇ を 有 し 、 複 数 の ガ ス 流 出 孔 １ １ ｇ は ブ ッ シ  
ュ １ １ の 軸 線 Ｌ が 延 び る 方 向 で あ る 軸 線 方 向 Ｄ １ に 沿 っ て 並 ん で い る 。 複 数 の ガ ス 流 出 孔  
１ １ ｇ は 、 例 え ば 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 周 方 向 Ｄ ２ に 沿 っ て 並 ん で い る 。 例 え ば 、 ガ ス 流 出 孔  
１ １ ｇ は 長 円 形 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 シ ー ル リ ン グ １ ２ は 、 小 径 部 １ １ ｃ の 上 端 に 装 着 さ れ る 。 す な わ ち 、 シ ー ル リ ン グ １ ２  
は 、 小 径 部 １ １ ｃ に お け る 大 径 部 １ １ ｂ と の 境 界 部 分 （ 大 径 部 １ １ ｂ の 下 部 ） に 配 置 さ れ  
る 。 シ ー ル リ ン グ １ ２ は 、 口 金 ２ ０ の 内 面 に お い て 口 金 ２ ０ の 径 方 向 内 側 に 突 出 す る 段 部  
２ １ に 載 せ ら れ た 状 態 で ブ ッ シ ュ １ １ と 口 金 ２ ０ と の 間 の 気 密 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ は 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 内 部 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ ５ ｂ と 、 ブ ッ シ ュ １  
１ か ら 下 方 に 延 び 出 す 延 在 部 １ ５ ｃ と を 有 す る 。 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ は 、 そ の 内 部 に 飲 料  
Ｄ が 流 通 す る 飲 料 流 路 １ ５ ｄ と 、 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ の 下 端 に 位 置 す る 開 口 １ ５ ｆ と を 有  
す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 飲 料 Ｄ は 、 開 口 １ ５ ｆ か ら ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ の 内 部 に 入 り 込 み 、 飲 料 流 路 １ ５ ｄ に お  
い て 下 方 か ら 上 方 に 向 か っ て 流 通 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ブ ッ シ ュ １ １ （ ガ ス 流 出 孔 １ １  
ｇ ） か ら 炭 酸 ガ ス Ｇ が 樽 容 器 ２ の 内 部 に 供 給 さ れ る と 、 樽 容 器 ２ の 内 部 が 高 圧 と な っ て 飲  
料 Ｄ が 開 口 １ ５ ｆ か ら ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ の 内 部 に 進 入 し 、 飲 料 流 路 １ ５ ｄ を 上 昇 し た 飲  
料 Ｄ が ヘ ッ ド ３ を 通 っ て 樽 容 器 ２ の 外 部 に 送 出 さ れ る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ は 、 飲 料 バ ル ブ １ ３ ｃ お よ び 飲 料 バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ４ ｃ を 収 容 す  
る 大 径 部 １ ５ ｇ と 、 大 径 部 １ ５ ｇ か ら 下 方 に 延 び る 小 径 部 １ ５ ｈ と を 有 す る 。 大 径 部 １ ５  
ｇ の 一 部 が 挿 入 部 １ ５ ｂ と さ れ て お り 、 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ は 挿 入 部 １ ５ ｂ の 上 端 に フ ラ  
ン ジ 部 １ ５ ｊ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ガ ス バ ル ブ １ ３ ｂ は 、 飲 料 流 路 １ ５ ｄ へ の 炭 酸 ガ ス Ｇ の 侵 入 を 阻 止 す る た め に 設 け ら れ  
る 。 ガ ス バ ル ブ １ ３ ｂ は 、 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ の 上 端 に 配 置 さ れ て い る 。 ガ ス バ ル ブ ス プ  
リ ン グ １ ４ ｂ は 、 ガ ス バ ル ブ １ ３ ｂ を 上 方 に 付 勢 す る た め に 設 け ら れ る 。 ガ ス バ ル ブ ス プ  
リ ン グ １ ４ ｂ は 、 リ テ イ ニ ン グ デ ィ ス ク １ ７ と フ ラ ン ジ 部 １ ５ ｊ と の 間 に 配 置 さ れ て い る  
。 リ テ イ ニ ン グ デ ィ ス ク １ ７ は 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 底 面 １ １ ｈ を 画 成 す る と と も に ブ ッ シ ュ  
１ １ の 下 端 に 位 置 す る 爪 部 １ １ ｐ に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ガ ス バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ４ ｂ は 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 底 面 １ １ ｈ と フ ラ ン ジ 部 １ ５ ｊ と の 間  
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に 配 置 さ れ て お り 、 フ ラ ン ジ 部 １ ５ ｊ を 介 し て ガ ス バ ル ブ １ ３ ｂ を 上 方 に 付 勢 し て い る 。  
操 作 ハ ン ド ル ３ ｂ が 下 げ ら れ て 炭 酸 ガ ス Ｇ お よ び 飲 料 Ｄ の 流 路 が 開 か れ た 状 態 で は 、 ガ ス  
バ ル ブ １ ３ ｂ が ヘ ッ ド ３ の 当 接 部 ３ ｆ に 当 接 す る こ と に よ り 、 飲 料 Ｄ の 流 路 へ の 炭 酸 ガ ス  
Ｇ の 侵 入 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 飲 料 バ ル ブ １ ３ ｃ は 、 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ の 飲 料 流 路 １ ５ ｄ を 開 閉 す る 弁 と し て 機 能 す  
る 部 品 で あ る 。 飲 料 バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ４ ｃ は 、 飲 料 バ ル ブ １ ３ ｃ を 上 方 に 付 勢 す る 部 品  
で あ る 。 飲 料 バ ル ブ ス プ リ ン グ １ ４ ｃ は 、 飲 料 バ ル ブ １ ３ ｃ の 下 方 で あ っ て 、 か つ 大 径 部  
１ ５ ｇ の 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス ト ッ パ １ ６ は 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ が 口 金 ２ ０ か ら 抜 け る こ と を 防 止 す る た め  
の 部 品 で あ る 。 図 ５ は 、 ブ ッ シ ュ １ １ お よ び ス ト ッ パ １ ６ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ は 、  
フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ お よ び 樽 容 器 ２ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 さ れ る  
よ う に 、 ス ト ッ パ １ ６ は 、 ダ ウ ン チ ュ ー ブ １ ５ の フ ラ ン ジ 部 １ ５ ｊ と ガ ス バ ル ブ １ ３ ｂ と  
の 間 に 固 定 さ れ る 固 定 部 １ ６ ｂ と 、 固 定 部 １ ６ ｂ か ら 下 方 に 延 び る 延 在 部 １ ６ ｃ と 、 延 在  
部 １ ６ ｃ の 下 端 か ら 斜 め 上 方 に 延 び る と と も に ブ ッ シ ュ １ １ か ら 突 出 す る 突 出 部 １ ６ ｄ と  
を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 例 え ば 、 固 定 部 １ ６ ｂ は 円 環 状 を 呈 し て お り 、 延 在 部 １ ６ ｃ お よ び 突 出 部 １ ６ ｄ は 板 状  
を 呈 す る 。 突 出 部 １ ６ ｄ は 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 側 面 に 形 成 さ れ た 開 口 １ １ ｊ か ら ブ ッ シ ュ １  
１ の 外 方 に 突 出 し て い る 。 開 口 １ １ ｊ お よ び ガ ス 流 出 孔 １ １ ｇ は 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 周 方 向  
Ｄ ２ に 沿 っ て 並 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス ト ッ パ １ ６ で は 、 突 出 部 １ ６ ｄ が ブ ッ シ ュ １ １ の 開 口 １ １ ｊ か ら 斜 め 上 方 に 突 出 し て  
い る こ と に よ り 、 口 金 ２ ０ か ら フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ が 上 方 に 抜 け よ う と す る と き に  
、 突 出 部 １ ６ ｄ が 樽 容 器 ２ の 天 板 部 ２ ｄ の 下 面 に 当 接 す る 。 突 出 部 １ ６ ｄ が 天 板 部 ２ ｄ の  
下 面 に 当 接 す る こ と に よ っ て 、 口 金 ２ ０ か ら の フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ の 抜 け を 抑 制 で  
き る 。 ガ ス バ ル ブ １ ３ ｂ が 押 し 下 げ ら れ る と 、 突 出 部 １ ６ ｄ が 開 口 １ １ ｊ か ら ブ ッ シ ュ １  
１ の 内 部 に 入 り 込 む 。 こ の よ う に 、 ス ト ッ パ １ ６ の 突 出 部 １ ６ ｄ が ブ ッ シ ュ １ １ の 内 部 に  
入 り 込 ん だ 状 態 で は 口 金 ２ ０ か ら フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ を 上 方 に 抜 き 取 る こ と が 可 能  
と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ は 、 樽 容 器 ２ を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 口 金 ２ ０ の  
内 周 面 ２ ２ に は 雌 螺 子 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 雌 螺 子 ２ ３ は 、 内 周 面 ２ ２ の 上 側  
に 形 成 さ れ て い る 。 口 金 ２ ０ は 、 口 金 ２ ０ の 上 端 ２ ４ か ら 平 面 視 に お け る 口 金 ２ ０ の 外 側  
に 突 出 す る フ ラ ン ジ 部 ２ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 例 と し て 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ５ は 、 口 金 ２ ０ の 上 端 ２ ４ か ら 口 金 ２ ０ の 径 方 向 外 側 に 向 か  
う と と も に 斜 め 下 方 に Ｃ 字 状 に 湾 曲 す る 湾 曲 面 ２ ５ ｂ と 、 湾 曲 面 ２ ５ ｂ の 上 端 ２ ４ と は 反  
対 の 端 部 か ら 斜 め 下 方 に 延 び る 傾 斜 面 ２ ５ ｃ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 フ ラ ン  
ジ 部 ２ ５ の 軸 線 方 向 Ｄ １ の 位 置 は 、 雌 螺 子 ２ ３ の 軸 線 方 向 Ｄ １ の 位 置 と 重 な っ て い る 。 す  
な わ ち 、 雌 螺 子 ２ ３ は 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ５ の 径 方 向 内 側 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ブ ッ シ ュ １ １ は 、 口 金 ２ ０ の 内 部 に 入 り 込 む 筒 部 １ １ ｑ と 、 筒 部 １ １ ｑ の 上 端 か ら 平 面  
視 に お け る 筒 部 １ １ ｑ の 外 側 に 突 出 す る 鍔 部 １ １ ｒ と を 有 す る 。 筒 部 １ １ ｑ は 、 例 え ば 、  
ブ ッ シ ュ １ １ の 大 径 部 １ １ ｂ お よ び 小 径 部 １ １ ｃ を 含 ん で い る 。 筒 部 １ １ ｑ は 、 口 金 ２ ０  
の 内 部 に 入 り 込 ん だ 状 態 に お い て 口 金 ２ ０ の 雌 螺 子 ２ ３ に 螺 合 す る 雄 螺 子 １ １ ｄ を 有 す る  
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 例 え ば 、 雄 螺 子 １ １ ｄ は 筒 部 １ １ ｑ の 上 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。 一 例 と し て 、 鍔 部 １ １  
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ｒ は 、 筒 部 １ １ ｑ の 上 端 か ら ブ ッ シ ュ １ １ の 径 が 大 き く な る よ う に 斜 め 上 方 に 延 在 す る 傾  
斜 部 １ １ ｔ と 、 傾 斜 部 １ １ ｔ の 上 端 か ら ブ ッ シ ュ １ １ の 径 方 向 外 側 に 延 在 す る 延 在 部 １ １  
ｖ と を 有 す る 。 例 え ば 、 鍔 部 １ １ ｒ は 、 雄 螺 子 １ １ ｄ の 上 端 か ら 平 面 視 に お け る ブ ッ シ ュ  
１ １ の 外 側 に 延 在 し て い る 。 こ の 場 合 、 傾 斜 部 １ １ ｔ は 、 雄 螺 子 １ １ ｄ の 上 端 か ら 斜 め 上  
方 に 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 鍔 部 １ １ ｒ は 板 状 を 呈 す る 。 一 例 と し て 、 平 面 視 に お け る 鍔 部 １ １ ｒ の 形 状 は  
円 環 状 で あ る 。 こ の 場 合 、 鍔 部 １ １ ｒ は 円 板 状 を 呈 す る 。 例 え ば 、 鍔 部 １ １ ｒ の 上 面 、 お  
よ び 鍔 部 １ １ ｒ の 下 面 は 、 平 坦 面 と さ れ て い る 。 鍔 部 １ １ ｒ は 、 口 金 ２ ０ の 雌 螺 子 ２ ３ に  
雄 螺 子 １ １ ｄ が 螺 合 し た と き に 口 金 ２ ０ の フ ラ ン ジ 部 ２ ５ に 上 下 方 向 に 対 向 す る 。 す な わ  
ち 、 雌 螺 子 ２ ３ に 雄 螺 子 １ １ ｄ が 螺 合 し た と き に 、 鍔 部 １ １ ｒ は フ ラ ン ジ 部 ２ ５ の 上 方 に  
位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 鍔 部 １ １ ｒ は 、 雌 螺 子 ２ ３ に 雄 螺 子 １ １ ｄ が 螺 合 し た と き に 口 金 ２ ０ と 筒 部 １ １ ｑ と の  
間 に 形 成 さ れ た 隙 間 Ｓ を 封 止 す る 。 雌 螺 子 ２ ３ に 雄 螺 子 １ １ ｄ が 螺 合 し た と き と は 、 例 え  
ば 、 雌 螺 子 ２ ３ に 雄 螺 子 １ １ ｄ が 締 め 付 け ら れ て 筒 部 １ １ ｑ の 高 さ が フ ラ ン ジ 部 ２ ５ の 高  
さ に 一 致 （ ま た は 略 一 致 ） し た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 例 え ば 、 隙 間 Ｓ は 雄 螺 子 １ １ ｄ と 雌 螺 子 ２ ３ と の 間 に 形 成 さ れ た 空 間 で あ る 。 鍔 部 １ １  
ｒ は 、 雌 螺 子 ２ ３ に 雄 螺 子 １ １ ｄ が 螺 合 し た と き に 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ５ の 上 方 に 位 置 す る と  
と も に 隙 間 Ｓ の 上 方 に 位 置 す る 。 隙 間 Ｓ を 封 止 す る と は 、 例 え ば 、 隙 間 Ｓ を 上 か ら 覆 っ て  
口 金 ２ ０ と 筒 部 １ １ ｑ と の 気 密 お よ び 液 密 を 確 保 す る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 例 え ば 、 鍔 部 １ １ ｒ は 、 筒 部 １ １ ｑ に 固 定 さ れ た 環 状 部 材 で あ る 。 こ の よ う に 、 鍔 部 １  
１ ｒ は ブ ッ シ ュ １ １ に 後 付 け さ れ た 部 位 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 鍔 部 １ １ ｒ は 、 金 属 （  
一 例 と し て ス テ ン レ ス 鋼 ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 鍔 部 １ １ ｒ は 、 筒 部 １ １ ｑ に 溶 接 に  
よ っ て 固 定 さ れ た 部 位 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 既 存 の ブ ッ シ ュ に 鍔 部 １ １ ｒ を 固 定 さ  
せ て 本 実 施 形 態 の ブ ッ シ ュ １ １ と す る こ と が で き る の で 、 既 存 の ブ ッ シ ュ を 有 効 活 用 で き  
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ は 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 鍔 部 １ １ ｒ と 口 金 ２ ０ の フ ラ ン ジ 部 ２ ５  
と の 間 に 入 り 込 む パ ッ キ ン ３ ０ を 備 え て い て も よ い 。 図 ８ は 、 一 例 と し て の パ ッ キ ン ３ ０  
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ お よ び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 、 パ ッ キ ン ３ ０ は 、 円 環  
状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 例 え ば 、 パ ッ キ ン ３ ０ は ゴ ム に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 パ ッ キ ン ３ ０ は 、 パ ッ キ ン ３ ０  
の 径 方 向 お よ び 周 方 向 Ｄ ２ の 双 方 に 延 在 す る 主 面 ３ １ と 、 軸 線 方 向 Ｄ １ お よ び 周 方 向 Ｄ ２  
の 双 方 に 延 在 す る 側 面 ３ ２ と を 有 す る 。 例 え ば 、 主 面 ３ １ は 平 坦 状 を 呈 す る 。 例 え ば 、 側  
面 ３ ２ の 軸 線 方 向 Ｄ １ の 長 さ （ パ ッ キ ン ３ ０ の 厚 さ ） は 、 主 面 ３ １ の 径 方 向 の 長 さ よ り も  
短 い 。 こ の 場 合 、 パ ッ キ ン ３ ０ を 薄 く す る こ と が で き る 。 な お 、 パ ッ キ ン ３ ０ は 、 ブ ッ シ  
ュ １ １ の 鍔 部 １ １ ｒ の 下 面 に 固 定 さ れ て い て も よ い し 、 ブ ッ シ ュ １ １ と は 別 部 品 で あ っ て  
も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ か ら 得 ら れ る 作 用 効 果 に つ い て よ り  
詳 細 に 説 明 す る 。 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ は 口 金 ２ ０ に 装 着 さ れ る ブ ッ シ ュ １ １ を 備 え  
、 ブ ッ シ ュ １ １ は 筒 部 １ １ ｑ と 鍔 部 １ １ ｒ と を 有 す る 。 筒 部 １ １ ｑ は 口 金 ２ ０ の 内 部 に 入  
り 込 む 部 位 で あ り 、 鍔 部 １ １ ｒ は 平 面 視 に お い て 筒 部 １ １ ｑ の 外 側 に 突 出 す る 。 口 金 ２ ０  
は 雌 螺 子 ２ ３ を 有 し 、 筒 部 １ １ ｑ は 雌 螺 子 ２ ３ に 螺 合 す る 雄 螺 子 １ １ ｄ を 有 す る 。 雌 螺 子  
２ ３ に 雄 螺 子 １ １ ｄ が 螺 合 し た と き に 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 鍔 部 １ １ ｒ は 、 口 金 ２ ０ の フ ラ ン  
ジ 部 ２ ５ に 対 向 す る と と も に 口 金 ２ ０ と 筒 部 １ １ ｑ と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 Ｓ を 封 止 す る  
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。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 よ っ て 、 口 金 ２ ０ の フ ラ ン ジ 部 ２ ５ の 上 面 に ブ ッ シ ュ １ １ の 鍔 部 １ １ ｒ の 下 面 が 上 下 方  
向 に 沿 っ て 対 向 す る と と も に 、 口 金 ２ ０ と 筒 部 １ １ ｑ と の 間 の 隙 間 Ｓ が 鍔 部 １ １ ｒ に よ っ  
て 封 止 さ れ る の で 、 隙 間 Ｓ へ の 水 分 等 の 侵 入 を 抑 制 で き る 。 口 金 ２ ０ の フ ラ ン ジ 部 ２ ５ の  
上 面 に ブ ッ シ ュ １ １ の 鍔 部 １ １ ｒ の 下 面 が 上 下 方 向 に 沿 っ て 対 向 す る こ と に よ り 、 フ ラ ン  
ジ 部 ２ ５ の 上 面 に 鍔 部 １ １ ｒ の 下 面 が 対 向 し な い 場 合 と 比 較 し て 、 隙 間 Ｓ へ の 水 分 等 の 侵  
入 を よ り 確 実 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 し た が っ て 、 口 金 ２ ０ の 雌 螺 子 ２ ３ の 周 辺 に お け る カ ビ の 発 生 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 筒  
状 の 口 金 ２ ０ と 、 平 面 視 に お い て 口 金 ２ ０ の 外 側 に 突 出 す る フ ラ ン ジ 部 ２ ５ と を 有 す る 樽  
容 器 ２ は 、 一 般 的 に よ く 用 い ら れ る 汎 用 性 が 高 い 樽 容 器 で あ る 。 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １  
０ で は 、 樽 容 器 ２ へ の 着 脱 に あ た り 、 樽 容 器 ２ の 口 金 ２ ０ の 形 状 等 を 変 更 す る 必 要 が な く  
、 既 存 の 樽 容 器 ２ を そ の ま ま 用 い る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 樽 容 器 ２ に 対 す る 着 脱 性  
お よ び 汎 用 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 前 述 し た よ う に 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ は 、 鍔 部 １ １ ｒ と フ ラ ン ジ 部 ２ ５ と の 間 に  
入 り 込 む パ ッ キ ン ３ ０ を 備 え て も よ い 。 こ の 場 合 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 鍔 部 １ １ ｒ の 下 面 と 口  
金 ２ ０ の フ ラ ン ジ 部 ２ ５ の 上 面 と の 間 に パ ッ キ ン ３ ０ が 挟 ま れ る の で 、 ブ ッ シ ュ １ １ の 筒  
部 １ １ ｑ と 口 金 ２ ０ と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 Ｓ が 一 層 確 実 に 封 止 さ れ る 。 し た が っ て 、 口  
金 ２ ０ に お け る カ ビ の 発 生 を よ り 確 実 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 前 述 し た よ う に 、 鍔 部 １ １ ｒ は 、 筒 部 １ １ ｑ に 固 定 さ れ た 環 状 部 材 で あ っ て も よ い 。 こ  
の 場 合 、 当 該 環 状 部 材 が ブ ッ シ ュ １ １ の 筒 部 １ １ ｑ に 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 既 存 の フ ィ  
ッ テ ィ ン グ バ ル ブ に 鍔 部 １ １ ｒ を 形 成 す る こ と が で き る 。 前 述 し た よ う に 、 鍔 部 １ １ ｒ は  
、 筒 部 １ １ ｑ に 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 既 存 の フ ィ ッ テ ィ ン グ バ  
ル ブ １ ０ の 筒 部 １ １ ｑ に 溶 接 に よ っ て 鍔 部 １ １ ｒ を 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 、 本 開 示 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら  
、 本 開 示 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ は 、 前 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、  
特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 要 旨 の 範 囲 内 に お い て さ ら に 変 形 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。  
す な わ ち 、 本 開 示 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ の 各 部 の 形 状 、 大 き さ 、 材 料 、 数 お よ び 配  
置 態 様 は 上 記 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 例 え ば 、 前 述 し た 実 施 形 態 で は 、 樽 容 器 ２ 、 ヘ ッ ド ３ 、 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー ス ４ お よ び  
飲 料 供 給 用 ホ ー ス ５ を 有 す る 飲 料 供 給 装 置 １ に 適 用 さ れ る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ に つ  
い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ １ ０ が 適 用 さ れ る 飲 料 供 給 装 置 の 構  
成 は 、 樽 容 器 ２ 、 ヘ ッ ド ３ 、 炭 酸 ガ ス 供 給 用 ホ ー ス ４ お よ び 飲 料 供 給 用 ホ ー ス ５ を 有 す る  
も の に 限 ら れ ず 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 前 述 し た 実 施 形 態 で は 、 筒 部 １ １ ｑ に 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ た 環 状 部 材 で あ る 鍔 部 １ １  
ｒ を 備 え た ブ ッ シ ュ １ １ に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 鍔 部 １ １ ｒ は 溶 接 以 外 の 手 段  
に よ っ て 筒 部 １ １ ｑ に 固 定 さ れ て も よ い 。 さ ら に 、 ブ ッ シ ュ は 、 予 め 鍔 部 が 一 体 と さ れ た  
も の で あ っ て も よ い 。 前 述 し た 実 施 形 態 で は 、 パ ッ キ ン ３ ０ を 有 す る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル  
ブ １ ０ に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 パ ッ キ ン ３ ０ を 有 し な い フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ  
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 前 述 し た 実 施 形 態 で は 、 飲 料 Ｄ が ビ ー ル で あ る 例 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 本  
開 示 に 係 る フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ を 備 え る 飲 料 供 給 装 置 は 、 ビ ー ル 以 外 の 発 泡 性 飲 料 、 お  
よ び 発 泡 性 飲 料 以 外 の 飲 料 を 提 供 す る 装 置 で あ っ て も よ い 。 具 体 例 と し て 、 飲 料 供 給 装 置  
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は 、 泡 持 ち 特 性 を 有 す る 発 泡 酒 、 ノ ン ア ル コ ー ル ビ ー ル 、 チ ュ ー ハ イ 、 サ ワ ー 、 ハ イ ボ ー  
ル 、 Ｒ Ｔ Ｄ （ R e a d y  T o  D r i n k ） 、 コ ー ラ 、 ソ ー ダ ま た は サ イ ダ ー 等 を 提 供 す る 装 置 で  
あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
１ … 飲 料 供 給 装 置 、 ２ … 樽 容 器 、 ２ ｂ … 底 部 、 ２ ｃ … 筒 状 部 、 ２ ｄ … 天 板 部 、 ３ … ヘ ッ ド  
、 ３ ｂ … 操 作 ハ ン ド ル 、 ３ ｃ … ガ ス 継 手 、 ３ ｄ … 飲 料 継 手 、 ３ ｆ … 当 接 部 、 ４ … 炭 酸 ガ ス  
供 給 用 ホ ー ス 、 ５ … 飲 料 供 給 用 ホ ー ス 、 １ ０ … フ ィ ッ テ ィ ン グ バ ル ブ 、 １ １ … ブ ッ シ ュ 、  
１ １ ｂ … 大 径 部 、 １ １ ｃ … 小 径 部 、 １ １ ｄ … 雄 螺 子 、 １ １ ｆ … ガ ス 流 路 、 １ １ ｇ … ガ ス 流  
出 孔 、 １ １ ｈ … 底 面 、 １ １ ｊ … 開 口 、 １ １ ｐ … 爪 部 、 １ １ ｑ … 筒 部 、 １ １ ｒ … 鍔 部 、 １ １  
ｔ … 傾 斜 部 、 １ １ ｖ … 延 在 部 、 １ ２ … シ ー ル リ ン グ 、 １ ３ ｂ … ガ ス バ ル ブ 、 １ ３ ｃ … 飲 料  
バ ル ブ 、 １ ４ ｂ … ガ ス バ ル ブ ス プ リ ン グ 、 １ ４ ｃ … 飲 料 バ ル ブ ス プ リ ン グ 、 １ ５ … ダ ウ ン  
チ ュ ー ブ 、 １ ５ ｂ … 挿 入 部 、 １ ５ ｃ … 延 在 部 、 １ ５ ｄ … 飲 料 流 路 、 １ ５ ｆ … 開 口 、 １ ５ ｇ  
… 大 径 部 、 １ ５ ｈ … 小 径 部 、 １ ５ ｊ … フ ラ ン ジ 部 、 １ ６ … ス ト ッ パ 、 １ ６ ｂ … 固 定 部 、 １  
６ ｃ … 延 在 部 、 １ ６ ｄ … 突 出 部 、 １ ７ … リ テ イ ニ ン グ デ ィ ス ク 、 ２ ０ … 口 金 、 ２ １ … 段 部  
、 ２ ２ … 内 周 面 、 ２ ３ … 雌 螺 子 、 ２ ４ … 上 端 、 ２ ５ … フ ラ ン ジ 部 、 ２ ５ ｂ … 湾 曲 面 、 ２ ５  
ｃ … 傾 斜 面 、 ３ ０ … パ ッ キ ン 、 ３ １ … 主 面 、 ３ ２ … 側 面 、 Ｄ … 飲 料 、 Ｄ １ … 軸 線 方 向 、 Ｄ  
２ … 周 方 向 、 Ｇ … 炭 酸 ガ ス 、 Ｌ … 軸 線 、 Ｓ … 隙 間 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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